
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 教育・広報部 

2021年 10月 4日 №362 

 

 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

2021年度も上半期を終え、下半期がスタートしました。10月 1日には、19都道府県に

発出されていた「緊急事態宣言」と、8県に適用していた「まん延防止等重点措置」が一斉

に解除されました。国内で「緊急事態宣言」と「まん延防止等重点措置」の対象がゼロと

なったのは今年 4月 4日以来、約半年ぶりとなります。 

また、10月からは私たちの暮らしに大きな影響を与える生活必需品や嗜好 

品などの価格改定が相次ぎます。2020春闘以降、私たちの賃金や手当が大き 

く削減された今、私たちの「暮らし」はどのように変わるのでしょうか。 

＜値上げ＞ 

↗ 紙巻たばこ：たばこ税の増税に伴い、10月 1日から 400を超えるたばこ銘柄が値上

げ。1箱あたり 10円～50円程度の値上げ幅に 

↗ コーヒー：コーヒー豆相場の高騰に伴い、最大で 10％の値上げ 

↗ 小麦粉価格：輸入小麦を政府から製粉会社に売り渡す価格（政府売渡価格）が 10 月

から値上げされる。仕入れ価格の上昇に伴い、パンやお菓子、麺類など

の商品価格に影響 ※山崎製パンの和洋菓子が平均で７％値上げ 

↗ マーガリン：主原料の油脂類の価格が世界的に上昇。家庭用のマーガリンが最大で

12％程度の値上げ 

↗ 冷凍食品：原料価格の大幅な高騰や生産地の天候不順などに伴い、冷凍食品が 11

月からおよそ 4～8％の値上げを予定 

↗ 電気料金：燃料費調整単価の上昇に伴い、大手電力会社が電気料金を値上げ。一般

家庭の平均使用量では、9月分よりも 140円程度の値上げとなる 

↗ ガス料金：原料費調整に伴い、大手ガス会社がガス料金を値上げ。一般家庭の平均

使用量では、9月分よりも 104円程度の値上げとなる 

↗ ディズニー：東京ディズニーランドと東京ディズニーシーは、最繁忙期のチケットを

700円値上げする料金体系を導入 

＜制度変更＞ 

○マイナンバーカードを「健康保険証」の代わりに利用する仕組みの本格運用を 10月 20

日から開始。 

○日本郵便が、ハガキや手紙などの郵便物の土曜日配達を休止。 


